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1. はじめに 

 

高度経済成長期より急速に整備が進んだ都市

公園は現在、全国に約 10 万箇所存在し、そのう

ち設置から 30 年を経過したものは約 4 割あり、

10 年後には約 6 割に達する見込みとなっている。

このように、公園の老朽化が進む状況の下、安全･

安心を確保し、計画的かつ適切な施設の維持管理

を行っていくために、ライフサイクルコスト（以

下、LCC）の縮減等を図るストックマネジメント

の取組みが必要となっている。これを受けて、国

土交通省では平成 21 年度より公園施設長寿命化

計画の策定を推進しているところである。 

ここでは、富山県内において長寿命化計画を策

定している自治体が未だ少ない中で、弊社が小矢

部市の 2公園を対象として策定した公園施設長寿

命化計画について紹介する。 

  

2. 公園施設長寿命化計画について 

 

(1) 公園施設長寿命化計画の概要 

 公園施設長寿命化計画の概要は以下の通りで

ある。 

 計画期間：概ね 10 年以上 

 対象施設：植栽及び占用物件を除く全ての公 

園施設 

 策定目的：公園施設の戦略的な維持管理方針 

や長寿命化対策を明確にすること

による、維持管理費の縮減及び平

準化 

(2) 計画策定の流れ 

 公園施設長寿命化計画の策定において定める

内容は、図-1 に示すように、大きく 3 つで構成さ

れる。以下、計画において主要な部分をなす図中

赤枠の項目について概説し、今回行った調査や計

画手法について述べる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3) 概説 

1) 公園予備調査 
公園予備調査では、収集した都市公園台帳等の

既存資料と現地状況との整合性の確認及び基礎

データの整理を行う。対象公園はいずれも設置か

ら相当年数が経過しており、既存資料の更新もな

されていない状況にあったため、現地では既に無

い施設や新規に設置されている施設などが多く

見られた。このため、調査結果の整理にあたって

は、公園を自然環境や施設形態に応じてゾーニン

グし、ゾーンごとに取りまとめを行うことによっ

て施設情報をより明確に把握できるようにした。 

図-1 公園施設長寿命化計画策定の流れ

 (1) 計画準備と調査方針の設定        
 

①都市公園台帳等資料の収集と整理 
 

②公園予備調査 
 

③健全度調査票の作成 

(2) 健全度調査および判定          
 

①健全度調査 

ａ.一般施設等調査 

ｂ.遊具等施設調査 

ｃ.土木構造物調査 

ｄ.建築物等調査 

ｅ.各種設備等調査 

②健全度判定 

③緊急度判定 

(3) 公園施設長寿命化計画の策定       
 

①日常的な維持保全及び長寿命化のための基本方針の設定 
 

②公園施設の長寿命化対策の具体的内容の検討 
 

③公園施設の長寿命化対策による効果(LCC 縮減額)の分析 
 

④年次計画の検討と予算の平準化 
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2) 健全度と緊急度判定 

 遊具を除く公園施設の健全度の判定手法はマ

ニュアル等で確立されておらず、策定主体独自の

判断に委ねられている。そこで、ここでは施設各

部位の健全度評価に応じた健全度係数と部位間

の重み係数を用いて算出する健全度指数：PHI に

より健全度を数値化し、施設の総合的な健全度を

定量的に決定することで判定の客観性を高めた。

また、健全度判定で「C」と判定された施設に対

して設定する重要度は、健全度判定の考え方と同

様に、重要度指数：PPI を算出することで決定し

た。これら判定結果に基づいて公園施設の改築･

更新に対する緊急度を設定した。緊急度の判定フ

ローは図-2 に示す通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3) 長寿命化対策の検討 

 予防保全型管理施設（長寿命化対策を施す施

設）における長寿命化対策は、初期対策と二次対

策の 2 つを設定した。初期対策は、施設の健全度

に応じた工法を選定するもので、現状を踏まえた

対策である。二次対策は、長寿命化のために継続

的に一定期間で施す対策である。この 2 つを設定

することで、個々の施設状態に即したより適正で

実践的な長寿命化計画とすることができた。 
4) LCC 縮減効果の分析と年次計画の作成 

 LCC 縮減効果の分析と年次計画の作成は、自社

開発の公園施設長寿命化計画支援システムを用

いて行った。これにより、単年度予算を設定・入

力するだけで自動的に複雑な平準化のシミュレ

ーションが行え、LCC が最小値となる最適な改

修・更新シナリオを容易に設定することができた。 

 (4) 長寿命化計画の効果 

今回対象とした 2 公園では、長寿命化対策を実

施することで単年度あたりの LCCが約 20%縮減さ

れるという結果が得られ、長寿命化計画の有用性

が認められた。 
 
3. 今後の課題と考察 

 

(1)施設の使用見込期間 

 公園施設には、「国土交通省所轄補助金等交付

規則」等で定められている処分制限期間を大きく

越えて使用されているものが多数存在する。その

ため、本計画では調査結果で得られたデータと照

らし合わせながら施設の実耐用年数（使用見込期

間）を便宜的に設定した。しかし、より実態に近

い使用見込期間とするためには、経過年と健全度

調査結果との関係を統計的に解析し、それにより

得られる劣化予測のモデル式を用いて設定する

ことが望ましい。今回は、同種の公園施設が統計

処理を行えるほど多くなく、このモデル式を構築

することは困難であった。今後はサンプル数を蓄

積することでこれの実現を目指したい。 

(2)建築物の取り扱い 

今回の対象公園においては特に、予防保全型管

理とする公園一般施設が少なく、建築物の占める

費用割合が大きかったため、それら 2 つを一体的

に評価すると適正な年次計画とならないことが

懸念された。具体的には、大規模な建築物の修繕

を行うことにより、公園一般施設の対策が相当年

先送りされることなどが考えられた。そのため、

両者を区分して個別の年次計画を立案し、それら

を組合せる手法を用いた。しかしながら、対象公

園を段階的に拡充するなど柔軟な取組みが求め

られている公園施設長寿命化計画においては、計

画の更新・見直しが随時必要となる。このことを

見据えて、公園一般施設と建築物の一元的管理に

対応した長寿命化計画の策定手法を確立してい

く必要がある。 

 

4. おわりに 

 

 公園施設長寿命化計画の策定と併せて、地域住

民など公園利用者が維持管理へ参画できるよう

なプログラムを積極的に取り入れた地域密着型

の公園施設管理・運営を目指すことがさらなる

「公園」の長寿命化につながると考えられ、今後

の展望として取り組んでいきたい。 
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図-2 緊急度判定フロー 

重要度指標 

①施設の利用状況や利便性 

②保安機能の有無 施設の 

必要性 ③施設の愛着など、地域ニーズ

への対応の必要性 

④歴史性・自然性等の価値 

景観性 ⑤シンボル等としての美観的 

価値 




